
 

 

 

    

日 曜     行  事 １号 午前おやつ            献  立 午後おやつ 

1 土   りんごかん はっぽうさい・べいくどぽてと・かんきつ ♪ ♪ ♪ 

2 日      

3 月 ひなまつり会  れもんらすく やきざかな・ぬた・かぼちゃのそぼろに・りんご ひなあられ 

4 火   英会話（3上）  ちーずかなっぺ ころっけ・ゆでやさい・いときりこんぶのにつけ・ばなな おれんじぜりー 

5 水 春を迎える会  おかし かっぷずし・とりのからあげ・なのはなのおひたし・すましじる・ふるーちぇ 
じゃこのせ 

とーすと 

6 木 リトミック（3上）  
ばなな 

とーすと 
さばのけちゃっぷがらめ・わふうさらだ・こふきいも・りんご 

なっとう 

ちゃーはん 

7 金 お別れ遠足（5歳） 

交通安全指導 
 

まかろにの 

あべかわふう 
ちくぜんに・きゅうりとだいこんのそくせきづけ・ばなな すいーとぽてと 

８ 土 新入園児説明会  ようふうおこし いためびーふん・ほうれんそうのひたし・かんきつ ♪ ♪ ♪ 

９ 日      

10 月 身体測定（3上）  よーぐるとあえ とりにくのかれーやき・りゃんばんさんすー・こふきいも・かんきつ おぐらかすてら 

11 火 体操教室（２上）・避難訓練・

絵本読み聞かせ（４・５歳） 
 しゅがーぱい しいたけのがんもどき・たんざくさらだ・さつまいものにつけ・ばなな もちもちぱん 

12 水 お別れ会  ふかしいも さかなのみそやき・はくさいとほうれんそうのごまあえ・にんじんのにつけ・りんご まーぶるけーき 

13 木 身体測定（３未）  ほっとけーき かれー・だいこんときゅうりのわふうさらだ・ばなな ふるーつかんてん 

14 金 誕生会・布団持ち帰り  
じゃがいもの 

おーぶんやき 
☆おたのしみこんだて【ごはん】☆ どらやき 

15 土   ぐれーぷかん とうふとはくさいのにもの・べいくどおさつ・かんきつ ♪ ♪ ♪ 

16 日      

17 月 英会話（3上）  じゃむさんど みーとすぱげてぃ・こふきいも・りんご ふるーつぽんち 

18 火 体操教室（２上） 

絵本読み聞かせ（3歳） 
 おれんじむしぱん さかなのたるたるそーすかけ・ごまずあえ・にんじんのあまに・ばなな ぱるみえ 

19 水   ふるーつかなっぺ とりにくのしおやき・やさいさらだ・れんこんのおかかに・かんきつ おはぎ 

20 木 ＜春分の日＞     

21 金 作品持ち帰り  おふのらすく わかめごはん・さかなのてりやき・こまつなとひじきのあえもの・さつまいものあまに・ばなな 
おこのみやき 

ふうぱん 

22 土 卒園式  
さつまいもの

ばたーやき 
かれー・ぶろっこりーのひたし・りんご ♪ ♪ ♪ 

23 日     
 

24 月   れもんぜりー たんどりーちきん・ほうれんそうとはるさめのさらだ・じゃがいものにつけ・かんきつ ばななけーき 

25 火   あられふ おやこうどん・かえりのつくだに・ばなな 
じゃがいもの 

ぐらたん 

26 水   
くらっかー 

じゃむさんど 
はんばーぐすてーき・ゆでぶろっこりー・やさいそてー・りんご ここあぜりー 

27 木 一号春休み開始 

布団持ち帰り 
 くろむしぱん とうふのまりあげ・ちゅうかふうさらだ・こふきいも・かんきつ くっきー 

28 金 希望保育  おかし けんちんじる・なっとうのいそあえ・ばなな ♪ ♪ ♪ 

29 土 希望保育  おかし ぶたにくのいなかに・ごまきゅうり・かんきつ ♪ ♪ ♪ 

30 日     
 

31 月 希望保育  おかし なぽりたん・べいくどかぼちゃ・りんご ♪ ♪ ♪ 

行事予定と献立・おやつ 
 

※〇印の日にはご飯が出ます。 

※アレルギーメニュー…アンダーライン 

※〇〇〇…らいおん組希望メニュー 

  
 寒さ厳しい中でも、日によっては暖かい日も増えてきました。これから少しずつ寒さも和らぎ、春の訪れが感じられるよ
うになってくると思います。 
 先日はお忙しい中、各クラスの参観・懇談にお越しいただき、ありがとうございました。子ども達の成長を保護者の方と
共に話し合ったり、喜び合ったりすることが出来て嬉しかったです。 
 さて、２月の園目標『身の回りのことを自分でしようとする』はいかがでしたか？ 子ども達から「〇〇を頑張る！」「や
ってみる」などの前向きな言葉が聞かれるようになってきましたよ☆ 
 ３月の園目標は『自信をもって生活をする』です。お家でもクラスでも、お子さんの自信をどんどん伸ばす働きかけをし
ていきましょうね。あと一ヶ月したら、進級・進学となります。楽しみな反面、不安もあると思いますが、子ども達の気持
ちを受け止めながら頑張る気持ちも大切にしたかかわりもしていきたいと思います。残り少ない日々ですが、様々な行事を
通して素敵な思い出を作りたいと思います。 

  2024（令和 6）年度 

      赤坂未来園 

３月の園目標 

 『自信をもって生活をする』 
 

 いよいよ 2024年度最後の月となりました。 

このコーナーでは、その月にお子さんが経験 

してもらいたい月目標を掲載し、親子で読んでいただけるようにイラ

ストなど工夫してみました。親子での話題の一つになってくださって

いたら嬉しいです！過去の園だよりで一年間を振り返ってみるのも

いいかもしれませんね。ご感想をお聞かせください！ 

 

 

 今年度取り組みの重点目標【快（ここちよい）】 

具体的な取り組み⑧ 好きな【人・物・こと】 

 

 朝、泣いて登園した子どもも、おやつや給食の時には、にこに

こ顔です。不安な気持ちを先生に受け止めてもらって、自分の好

きな遊びを思い存分にできたからかな？ 

  

 園には、子ども達が大好きな人（先生・友だち）、物（玩具・

遊具・園庭など）、こと（歌・製作・行事・散歩・給食・体操な

ど）いろんな【人・物・こと】があふれています！ 

 

 しかし、一日の中でも不安に 

なったり嫌になったりすることも 

あるでしょう。でも・・・園に 

自分の好きな【人・物・こと】」が 

あれば、それを自分で見つけて、 

気持ちを切り替えて前に進めます。★ 

そんな「人・物・こと」を園で 

増やしていきたいと思います☆ 

                 

 

 

 3月の目標は【自信をもって生活をする】です。 

お子さんが一年間で「成長したこと」、「できるように
なったこと」を自覚し、さらに来年度に向けて自信をも
って生活できるように応援していきたいと思います☆ 

 

 

 

３月の園だより 

 

  

 

 

 

     ＜卒園・進級記念品紹介＞ 
今年度、保護者会からの卒園記念品は「砂場カバー」です。 

衛生的に砂場遊びができています。ありがとうございました！ 

他、クラスへの卒園・進級記念品として… 

（らいおん）手作り陶芸品    （ぱんだ）寄せ書きマグカップ 

（うさぎ）小物入れ・数字ボード （りす）パズル 

（あひる）水性マーカー・お絵描帳 （ひよこ）メロディカメラ 

●０～4歳児は３月２１日、５歳児は卒園式の日に持ち帰ります☆ 

 

         ＜お知らせ・お願い＞ 

〇一年間で製作した思い出の作品、製作道具などを 3月 21日(金）に 

 持ち帰ります。お子さんと一緒に見ながら成長の過程を喜び合って 

 ください。らいおん組は。3月 14日(金）までに、名前を書いた大きめ 

 の紙袋を持ってきてください。 

 

〇3月 4月は絵本貸出はありません。絵本修理や整理を行います。 

〇「春を迎える会」では、らいおん組さんが一年生になることをお祝い 

 することを目的として、日頃お世話になっている地域の方や外部講師の 

 先生方もお招きして一緒に楽しいひと時を過ごします。 

 

      ＜保護者アンケートより＞ 回収率 49% 

   ご協力ありがとうございました。より良い園にしていくために 

  より一層努力していきたいと思います。以下に抜粋して公表します。 

 

      ＜お礼＞ 

保護者会の皆様には、夏祭りなど楽しい企

画を考えてくださりありがとうございま

した。来年度も新役員さんを中心に保護者

会活動を盛り上げていただき、子ども達の

思い出作りにご協力いただければ幸いで

す。一年間、ありがとうございました。 

今後もよろしくお願い致します。 

  ＜4月予定＞ 

★4月 1日(火）入園式（新 

 入・途中入園のみ） 

 家庭保育のご協力を出来 

 る方はお願いします。 

★4月 26日(土）は参観・ 

 保護者総会を予定して 

 おります。 

 

90%

10%

＜問７＞お子さんのいきいきとした表情や姿が

見られるようになりましたか？

よく見ら

れる

ときどき見られる
今年は各クラスの日常の様子

をドキュメンテーションで掲

載するようにしました。お子

さんの表情や姿がよく伝わっ

たのではないかと思います。

今後も継続していきます！

 

 

45%

50%

5%

<問８>健康面や医療面・安全面で心配な点は

ないですか？

生活や保育場面で折に触れ、危険

を予知する声掛けを行っています

が、ヒヤッとする場面もあり、私

たちも気を引き締めて保育に当た

らなくてはいけないと改めて感じ

ました。

少し不安


